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「
和
」〜
新
た
な
挑
戦
〜

　

県
青
年

部
連
合
会

通
常
総
会

は
、
青
年

部
誓
い
の

言
葉
を
菅

原
久
幸
理

事
（
立
山

町
）
が
読
み
上
げ
、
続
い
て
出
席

者
全
員
で
力
強
く
唱
和
。

　

柴
田
博
之
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

資
質
向
上
支
援
事
業
、
小
学
生
経

済
教
育
事
業
を
は
じ
め
青
年
部
事

業
に
対
す
る
部
員
の
支
援
協
力
に

感
謝
の
意
を
述
べ
議
事
に
入
る
。

　

鈴
木
聡
理
事
（
八
尾
町
）
を
議

私
た
ち
の
多
く
は
、
も

の
を
集
め
、
所
有
し
、

使
い
、
愉
し
む
。
こ
れ

が
最
も
純
粋
な
か
た
ち
で
あ
ら

わ
れ
る
の
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

の
だ
が
、
先
日
、「
川
端
康
成
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
鑑
賞
し
て
、

蒐
集
の
凄
さ
を
見
る
思
い
で
あ

っ
た
▼
人
は
漠
然
と
し
た
関
心

か
ら
、
気
に
入
っ
た
も
の
や
好

み
の
も
の
を
集
め
る
。
や
が
て

こ
れ
が
高
じ
て
、
一
つ
だ
け
の

所
有
に
満
足
せ
ず
、
同
種
の
み

な
ら
ず
、
全
体
の
所
有
を
め
ざ

す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
独
特

な
世
界
が
つ
く
り
出
さ
れ
て
い

く
▼「
川
端
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

で
は
、往
時
の
書
斎
や
池
大
雅
・

与
謝
蕪
村
「
十
便
十
宜
図
」、
浦

上
玉
堂
「
凍
雲
篩
雪
図
」
の
国

宝
は
じ
め
、ロ
ダ
ン
の
彫
刻「
女

の
手
」
の
美
術
品
な
ど
に
接
し
、

氏
の
素
顔
に
迫
る
こ
と
が
で
き

た
▼
そ
し
て
集
め
る
こ
と
が
ま

た
、
繊
細
な
る
川
端
文
学
の
知

の
行
為
で
あ
り
、
創
造
へ
の
自

在
さ
で
あ
る
と
、
逞
し
く
想
像

し
た
。
あ
た
か
も
、
も
の
づ
く

り
の
巧
み
さ
、
道
具
や
材
料
を

生
か
す
手
仕
事
の
冴
え
に
似
て

い
る
と
感
嘆
し
て
。
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富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
柴
田
博
之
会
長
）
と
同
女
性

部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
の
平
成
十
七
年
度
通
常
総
会
が
四

月
二
十
八
日
、
県
下
の
両
部
員
二
百
五
十
名
が
出
席
の
も
と
、
県

中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

役
員
任
期
満
了
に
伴
な
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
青
年
部
連
合
会

長
に
橋
本
政
勝
さ
ん
（
新
、
大
門
町
）、
女
性
部
連
合
会
長
に
夏
野

麗
子
さ
ん
（
再
、
大
門
町
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

平成１７年度平成１７年度
青・女連総会青・女連総会�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
 
夏
野
さ
ん
再
任

女
性
部

会

長

�
�
�
�
�
�

就任挨拶する橋本新会長

長
に
議
案
審
議
に
入
り
、
第
一
号

議
案
か
ら
第
四
号
議
案
ま
で
原
案

通
り
可
決
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
和
」
〜
新
た
な
挑
戦
〜
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
１

�

魅
力
あ
る

事
業
を
行
い
組
織
強
化
、
２

�

青

年
部
間
交
流
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
３

�

経
営
力
強

化
を
図
る
研
修
活
動
の
充
実
を
重

点
目
標
と
す
る
こ
と
で
採
択
し
た
。

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、

会
長
に
橋

本

政

勝

（
新
、
大

門
町
）
副

会
長
に
藤

井
原
（
新
、

入
善
町
）

神
名
学（
再
、呉
羽
）中
西
孝
文（
新
、

小
杉
町
）
尾
田
慎
一
郎
（
新
、
城

端
町
）
監
事
に
堺
広
次
（
新
、
上

市
町
）
米
澤
秀
起
（
新
、
利
賀
村
）、

理
事
に
は
会
長
、
副
会
長
、
監
事

を
兼
任
し
な
い
各
商
工
会
青
年
部

長
が
決
定
。

　

ま
た
、
議
事
終
了
後
、
柳
川
賞

の
表
彰
授
与
が
行
わ
れ
た
。
柳
川

賞
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

　

柳
川
賞　

高
木
正
人（
井
波
町
）

�
�
�
�
�
�

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

　

県
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会
は
、

ま
ず
、「
商
工
会
女
性
部
の
歌
」
を

斉
唱
し
、続
い
て
三
つ
の
誓
い
の
言

葉
を
出
席
者
全
員
で
力
強
く
唱
和
。

　

そ
の
後
、
夏
野
会
長
が
開
会
の

祝辞を述べる濱田県連副会長（右）
と斉藤県商工労働部次長（左）

次
ペ
ー
ジ
へ

２　富山県商工会職員協議会総会、
国民生活金融公庫総裁来会

３　１７年度富山県中小企業大学研修
案内

４　商工会訪問元気シリーズ
５　商工会組織強化に関する決議、

富山北中小企業研修センター、
アドバイス経営

６　経営指導員レポート、ワンポイ
ントアドバイス

７　各種案内、研修センターテナン
ト募集等

８　６月各地イベント案内
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挨
拶
を
行

い
「
特
色

の
あ
る
独

自
の
事
業

を
積
極
的

に
展
開
し
、

地
域
が
一

体
と
な
っ

た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
野
城
康
子
呉
羽
商
工

会
女
性
部
長
を
議
長
に
議
案
審
議

に
入
り
、
第
一
号
議
案
か
ら
第
四

号
議
案
ま
で
提
案
し
た
議
案
全
て

満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
可
決
。

　

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
で
は
、

１

�

資
質
向
上
へ
の
取
り
組
み
、

２

�

組
織
の
拡
充
強
化
を
重
点
目

標
に
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
目

独自の事業展開をと挨拶する夏野会長

指
し
て
、
①
地
域
の
子
供
は
地
域

で
守
る
、
②　

世
紀
は
環
境
の
時

２１

代
、
③
老
後
を
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
に
な
ど
の
提
言
が
採
択
さ
れ
た
。

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、
会
長
に
夏
野
麗
子
（
再
、

大
門
町
）副
会
長
に
柏
原
京
子（
再
、

入
善
町
）
富
永
す
み
子
（
再
、
大

山
町
）
徳
永
た
つ
子
（
新
、
大
島

町
）
後
藤
喜
美
子
（
再
、
小
矢
部
）

監
事
に
小
原
は
な
子
（
新
、
八
尾

町
）
桜
野
房
子
（
新
、
庄
川
町
）、

理
事
に
は
会
長
、
副
会
長
、
監
事

を
兼
任
し
な
い
各
商
工
会
女
性
部

長
が
決
定
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
両
部
の
合
同
会

議
が
開
か
れ
、
来
賓
の
濱
田
浩
志

富富富富富富富富富富富富富富富富
山山山山山山山山山山山山山山山山
県県県県県県県県県県県県県県県県
商商商商商商商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工工工工工工工
会会会会会会会会会会会会会会会会

富
山
県
商
工
会

職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員
協協協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
総総総総総総総総総総総総総総総総
会会会会会会会会会会会会会会会会

職
員
協
議
会
総
会

今今今今今今今今今今今今今今今今
年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度

課課課課課課課課課課課課課課課課
題題題題題題題題題題題題題題題題
別別別別別別別別別別別別別別別別

今
年
度　

課
題
別

研研研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究究究
にににににににににににににににに
取取取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組組組
むむむむむむむむむむむむむむむむ

研
究
に
取
り
組
む

　

富
山
県
商
工
会
職
員
協
議
会
は
、

四
月
二
十
三
日
富
山
市
内
に
お
い

最近の県内経済情勢

�個人消費�

　弱い動きがみられるも

のの、おおむね横ばい。

�生　　産�

　おおむね横ばい。

�設　　備�

　製造業を中心に増加し

ている。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、

引き続き改善している。

�企業倒産

　引き続き減少傾向にあ

る。

て
、
資
質
向
上
研
修
会
並
び
に
平

成
十
七
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
研

修
会
で
は
、�
発
明
学
会
の
中
野

勝
征
氏
か
ら「
発
想
力
の
高
め
方
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

中
野
会
長
は
「
ア
イ
デ
ア
は
日

頃
の
問
題
意
識
か
ら
生
ま
れ
、
改

善
案
と
な
る
。
人
に
無
関
心
、
地

域
に
無
関
心
で
あ
っ
た
な
ら
、
何

も
生
じ
て
こ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

創
造
力
あ
る
人
が
現
代
社
会
に
貢

献
で
き
、
ぜ
ひ
発
想
と
い
う
と
こ

ろ
に
注
目
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
た
。

　

引
き
続
き
、
清
水
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
案
審
議
に
入
り
、

今
年
度
事
業
計
画
で
は
新
た
に
課

題
別
委
員
会
を
設
置
し
、
資
質
向

上
、
福
利
厚
生
、
職
場
環
境
、
業

務
改
善
に
係
る
調
査
研
究
を
行
う

こ
と
と
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で

は
、
会
長
に
清
水
正
之
氏
（
小
矢

部
）
が
再
任
さ
れ
た
。

中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
創業、分社化に　→　新事業創出関連保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
ベ ン チ ャ ー に　→　研究開発等事業関連保証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
高岡連絡所　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル６階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/

アイデアは日頃の問題意識から

県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
、
斉
藤

俊
明
富
山
県
商
工
労
働
部
次
長
よ

り
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
、
交
流

を
深
め
た
。

� ��������国民生活
金融公庫

懇
談
す
る
薄
井
総
裁
�左
 

と
石
澤
会
長

��������	
�
　薄井信明国民金融公庫総裁が、５月１１日
から２日間の日程で富山県を訪れ、石井県
知事や県内の各経済団体長と懇談した。
　１２日には県中小企業研修センターにおい
て、石澤県連会長と意見交換。石澤会長が
商工会の最近の動向について説明し、薄井
総裁は「公庫本来の役割である小口資金融
資に徹し、富山県内の新規創業支援に力を
入れたい」と述べられた。
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研 修 科 目時　　間開催期日

開講式・オリエンテーション１１：００

７月５日 ‚

管

理

能

力

自己紹介、説得力の向上と

コミュニケーションのとり方
１３：００～１９：００

変革期に求められる

リーダーの考え方・役割
９：３０～１６：３０６日 „

部下の指導・育成のすすめ方９：３０～１６：３０７日 ”

問題発見と解決法

　　交流会（宿泊研修）

１３：００～１８：００

１８：３０～２０：３０
１２日 ‚

現状分析と課題設定

～自己目標設定と行動計画の策定～
８：３０～１６：３０１３日 „

経営に生かす知的所有権

～特許・商標のとり方・生かし方～
９：３０～１６：３０８月２日 ‚

経

営

基

本

管

理

知っておきたい税務知識あれこれ９：３０～１６：３０３日 „

これだけは知っておきたい法律知識

　～契約、手形、小切手、

債権、債務、担保～　

９：３０～１６：３０９日 ‚

変豹する環境とリスクマネジメント

　～リスクを見直して

強い社内体制づくり～　

９：３０～１６：３０１０日 „

マネージメントゲーム

～模擬経営体験～

（宿泊研修）

９：３０～２１：００９月９日 »

８：３０～１６：００１０日 …

財務分析の手法とその活用法

（財務管理の基礎）

～ケーススタディ～

１３：００～１９：００１５日 ”財
務
管
理 ９：３０～１６：３０１６日 »

新時代のマーケティングと販売管理１３：００～１９：００１０月６日 ”販
売
管
理 経営戦略の立て方と顧客満足経営９：３０～１６：３０７日 »

経営把握のための計数管理

利益計画・資金計画・原価管理・設

備投資計画のたて方

１３：００～１９：００１３日 ”財
務
管
理 ９：３０～１６：３０１４日 »

新時代の人事評価と能力・成果・業

績給制度（コンピテンシー評価と年

棒制の導入を考える）

～人事評価者訓練と

成果目標設定コーチング実習～

１３：００～１９：００２５日 ‚労

務

管

理 ９：３０～１６：３０２６日 „

戦略経営計画の策定

～ケーススタディ～

１３：００～１９：００１１月１日 ‚

総

合

研

修

９：３０～１６：３０２日 „

経営実態・自社経営分析

～ケーススタディ～

（宿泊研修）

１３：００～１８：００９日 „

８：３０～１６：００１０日 ”

研修成果と行動プラン策定、まとめ

　～創造性を生かした

企画・提案書のまとめ方～　

９：００～１５：３０
１８日 »

修了式　懇談会１５：３０～１７：００

※日程内容等については、講師の都合により多少変更する場合がありますのであらかじめご了承下さい。

��������	


主 な 内 容日　　程コース名及び研修テーマ№

１．管理能力（説得力、判断力、解決力、部
下指導他）
２．経営基本管理（法律、税務、危機管理、目標
管理、知的所有権、マネジメントゲーム）
３．販売管理（マーケティングと販売管理、
顧客満足経営）
４．財務管理（財務分析手法、利益・資金計
画、原価管理、設備投資計画他）
５．労務管理（顧客環境、人事考課の設計、
資金体系他）
６．総合研修（経営戦略、経営分析、行動プ
ラン策定他）

７月５日～

１１月１８日
（延２４日間）

経営後継者・
幹部養成コース

トータルマネジメント能力開発
（経営後継者・幹部の養成）

１

１．組織におけるチームリーダーの役割
２．問題解決と目標管理
３．チームメンバーを育てるリーダーシップ
４．効果的な職場のコミュニケーション
５．部下の指導・育成

６月１４・１５日
２１日・２２日
（４日間）

若手リーダー
養成コース

リーダーシップとコミュニケーション

２

１．個人情報保護の背景と必要性
２．個人情報保護法とは何を目的にしている
法律か
３．個人情報保護法の体系・概要とポイント
４．個人情報保護法への企業の対応と経営者・
管理者の役割
５．プライバシーマーク制度の取り組み・事
例演習

６月２３・２４日
（２日間）

経営者コース

個人情報保護と企業
３

１．期待される女性リーダーの役割
２．チームメンバー指導育成のためのリーダ
ーシップ
３．職場におけるコミュニケーション
４．問題解決の進め方
５．アクションプランの作成

７月１４日・１５日
（２日間）

職場リーダー
実力育成コース

女性リーダーのための
ステップアップ講座

４

１．環境変化と人事賃金改正
２．職能資格制度の革新
３．能力・成果主義賃金の設計・導入
４．成果主義時代の目標管理と組織活性化
５．目標達成のマネジメントと人材育成
６．目標管理とコーチングアプローチの人材
育成

８月２３・２４日
９月１・２日
（４日間）

人材・組織活性化コース

成果主義時代の
人材マネジメントの考え方・進め方

５

１．市場の変化と要請されるマネジメント課
題
２．営業スタッフのセールス力を診断する
３．営業チームを活性化させるリーダーシッ
プの発揮
４．目標達成のための戦略的課題解決の進め
方
５．部下を動かすコミュニケーション能力の
強化

８月１８・１９日
２５・１６日
（４日間）

販売力強化コース

強い営業部隊のつくり方
６

１．原価管理の体系と考え方
２．原価低減を実現するための改善方法
３．ワークサンプリング手法をつかったムダ
とり
４．原因究明と不良対策の方法（ＱＣ手法）
５．現場改善を通じての品質管理

９月６・７日
１３・１４日
２０・２１日
（６日間）

生産管理コース

原価管理とコストダウンの進め方
７

１．ＣＳ志向の徹底一顧客満足をいかにあげ
るか
２．成果を最大限にする「自分管理術」
３．顧客のニーズを見抜く「倫理的思考術」
４．顧客との信頼関係をつくる「質問術」
５．顧客を納得、理解させる「説得術」

１０月２１・２２日
（１泊２日）

営業力強化コース

第一線営業社員の実践力強化
８

１．生産リードタイムと作業時間の短縮
２．工程改善シミュレーション
３．後工程引取り方式
４．かんばん（ＪＩＴ平準化）演習
５．時間研究、標準作業に基づく改善の進め
方
６．「標準作業」改善手法の演習

２月９・１０日
１６・１７日
２３・２４日
（６日間）

生産性向上コース

トヨタ生産方式から学ぶ
現場改善手法と実践

９

１．急変する経営環境と経営革新の必要性
２．SWOT分析による外部環境と経営資源
の認識
３．事業ポートフォリオ分析と事業再構築
４．戦略経営計画の策定方法
５．戦略経営計画の作成

２月１４・１５日
２１・２２日
（４日間）

経営戦略コース

事例から学ぶ経営戦略の
策定と実践

１０

「経営力を強化するための会計」
～経営者自身が決算書の内容を理解すること
で、現状を把握し、将来に向けた有効な経営
計画のヒントを学ぶ～
１．決算書の必要性
２．財務会計データの経営活動への活用方法

１０月１８日
（３時間）

�独 中小企業基盤整備機構支援研修

財務管理コース

経営者のための実践講座

１１お問い
合　せ

富山県商工会連合会　研修課
http : // www.shokoren-toyama. or. jp / ̃ daigaku / 

住　所　富山市赤江町１番７号　
電　話　０７６（４４１）２７１７
ＦＡＸ　０７６（４４１）２７０９

平成17年度富山県中小企業大学研修ご案内平成17年度富山県中小企業大学研修ご案内
新時代に輝く起業を目指して新時代に輝く起業を目指して
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創
業
は
、
昭
和
六
十

三
年
二
月
に
一
人
で
始

め
、今
で
は
富
山
・
高
岡
・

金
沢
と
三
拠
点
に
事
務

所
を
構
え
、
総
勢
二
十

三
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

ド
ア
の
修
理
・
錠
前
の
取
替
え

を
中
心
に
業
務
を
拡
大
し
て
来
ま

し
た
が
、
売
上
げ
や
人
を
増
や
し

て
行
く
上
で
業
務
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
自
動
ド
ア
の
取
付

け
・
取
替
え
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・

セ
キ
リ
テ
ィ
ー
部
門
を
取
り
入
れ
、

昨
年
ガ
ラ
ス
の
緊
急
二
十
四
時
間

対
応
で
富
山
県
中
小
企
業
経
営
革

新
支
援
法
第
４
条
第
１
項
の
認
定

を
頂
き
ま
し
た
。

�����

�����

代表取締役　水 口 益 克

　

企
業
三
十
年
と
言
わ
れ
ま
す
が

業
務
を
変
化
さ
せ
て
い
か
な
い
と

今
の
時
代
を
切
抜
け
ら
れ
な
い
の

で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す

　

「
思
う
心
を
大
切
に
。
出
逢
い

か
ら
は
じ
ま
る
心
の
か
よ
う
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、お
客

様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
出

来
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

株式会社ドアメンテナンス（水橋）

経
営
革
新
支
援
法
の

認
定
を
受
け
る

心
の
か
よ
う
メ
ン
テ
を
モ
ッ
ト
ー
に

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る

　

お
客
様
が
困
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
処
に
出
向
き
、
い
か
に
早
く
綺

麗
に
完
了
す
る
か
ま
た
良
い
ア
ド

バ
イ
ス
が
出
来
る
か
で
す
。

　

そ
の
為
に
、
社
員
同
士
で
技
術

レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る
勉
強
会
や
、

試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
営
業
体
制
に

　

今
後
の
当
社
の
目
標
と
し
て
、

五
年
後
に
は
ス
タ
ッ
フ
五
十
人
に

営
業
拠
点
を
二
箇
所
増
や
し
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
常
に
本
物
を
目
指

し
ま
す
。

富
山
市
水
橋
二
ッ
屋
一
一
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
６
‐
４
７
８
‐
２
１
１
８ 富山・高岡・金沢を拠点に緊急メンテに対応

お申込み・ご予約は、お近くの商工会まで！
●詳細については、「おとくライン」カスタマーセンター（TEL００８８－２２１－２２１）までお問合せ下さい。●

商工会がお奨めする効果的なコスト削減
�������

������
日本テレコムとの連携で「ひまわりコール」に、
待望の新固定電話サービス「おとくライン」登場�

法人・個人事業主（会員・非会員）の事務所用、個人の住宅専用を問わず、どなたでもご加入できます。
※注意：ADSLサービスをご利用中の方は、当初ご加入できません

ひまわりコール“オトクライン”（Ｂプラン）■料金について
（基本料金、月額定額料、通話料） 住 宅 用事 務 所 用

１，４１７～２，７０９円２，１５２～３，５４９円月額基本料金
（アナログ回線・ＩＳＤＮ回線等によって異なります）

プラン２プラン１プラン２プラン１
月額定額料

１０５円０円１０５円０円
３分課金３分課金３分課金３分課金課金体系

通話料金
（１通話／３分）

７．７７円８．２９５円７．７７円
８．２９５円

市内
県内市外

１５．６４５円１５．６４５円８．２９５円県外
２６円２６円２６円２６円国際（例）対米

５６．７円５６．７円５６．７円５６．７円携帯
（全事業者宛一律）

２００４年１１月２２日現在（税込み表示）

���������
��������

１
��������

�����

２

�������
����

３
��������	
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景
気
は
好
調
と
言
わ
れ
る
が
、

地
域
の
多
く
の
中
小
企
業
の
収
益

が
拡
大
し
て
い
る
わ
け
で
は
無
い
。

し
か
し
、
落
ち
着
い
て
は
き
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、「
景
気
は
現
状
が

最
高
」
で
あ
っ

て
、
こ
れ
以
上

は
良
く
な
ら
な

い
と
い
う
認
識

が
定
着
し
た
こ
と
と
、
改
め
て
、

金
融
機
関
の
貸
し
出
し
競
争
が
強

化
さ
れ
て
き
て
い
る
変
化
が
大
き

い
。

　

だ
か
ら
、
小
規
模
企
業
に
と
っ

は
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
は
素
よ
り
、

広
く
経
営
全
般
の
課
題
で
あ
る
。

　

経
営
者
が
行
う
簡
単
な
点
検
手

法
は
「
整
理
・
整
頓
・
清
潔
・
清

掃
」
と
い
う
『
４
Ｓ
』
を
経
営
全

般
に
当
て
は
め
て
検
討

を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

就
業
時
間
、
働
き
方
、

取
扱
い
商
品
、
粗
利
益

率
、
在
庫
量
、
資
金
―
―
な
ど
、

不
安
な
経
済
環
境
の
中
で
は
出
来

な
か
っ
た
総
点
検
を
早
期
に
行
い
、

今
こ
そ
企
業
の
体
質
改
善
を
行
な

い
た
い
。

て
、
今
の
経
済
環
境
は
『
儲
か
ら

な
い
が
当
面
の
不
安
は
無
く
な
っ

た
』
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
ん
な
機
会
に
こ
そ
、

企
業
の
現
状
を
総
点
検
し
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

「
企
業
は
安
全
で
あ
っ
て
繁
栄

が
続
く
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
は
無
駄
を
排
除
し
た
合
理
的

な
経
営
が
基
本
で
あ
る
。
合
理
化

アドバイス
経 営�
�
�
�
�
�
�
�
	

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

　

富
山
北
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
十
六
年
度
の
相
談
対
応
状

況
を
ま
と
め
た
。

　

相
談
対
応
件
数
は
前
年
度
並
み

の
二
百
四
十
八
件
で
、
特
に
サ
ー

ビ
ス
業
が
全
体
の　

％
を
占
め
た
。

４６

専
門
家
派
遣
制
度
の
利
用
依
頼
件

数
は
九
件
あ
り
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ

ン
ク
等
へ
取
り
次
い
だ
。

　

目
的
別
相
談
で
は
、
経
営
革
新

が
百
三
十
四
件
、
創
業
が
百
五
件
、

そ
の
他
が
九
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、

実
際
に
創
業
し
た
件
数
は
窓
口
対

応
し
た
う
ち
の
約
三
割
に
当
た
る

二
十
二
件
で
、
内
訳
は
飲
食
・
介

護
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
十
三
件
、

建
設
業
五
件
、
製
造
業
三
件
、
小

売
業
一
件
だ
っ
た
。

　

相
談
内
容
内
訳
別
で
は
資
金
に

つ
い
て
の
相
談
が
全
体
の　

・
１

４２

％
、
事
業
計
画　

・
１
％
、
経
営

２１

全
般　

・
４
％
、
そ
の
他
労
務
・

１４

会
社
設
立
な
ど
で　

・
４
％
を
占

２２

め
た
。

私たちは今年も「中田かかし祭」を支援いたします。

中 田 商 盛 会　　　　　中田スタンプ会
会長　山崎吉明　　　　　会長　平尾健一
会 員 一 同　　　　　会 員 一 同

���������	
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開催期日　９月23日（金・祝）～25日（日）
カッシー君

　

四
月
に
県
内
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
、

大
島
町
、
庄
川
、
大
門
町
の
各
商

工
会
に
お
い
て
十
七
年
度
通
常
総

会
・
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、「
商
工

会
組
織
の
強
化
に
関
す
る
決
議
」

が
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
先
に
開
催
さ
れ
た
全

国
連
臨
時
総
会
に
お
け
る
同
内
容

の
決
議
を
受
け
、県
下
商
工
会
に
お

い
て
も
一
斉
に
採
択
さ
れ
る
予
定

の
も
の
で
、商
工
会
の
組
織
強
化
の

た
め
の
自
助
努
力
を
一
層
促
進
し
、

商
工
会
は
商
工
会
同
士
で
合
併
推

進
を
図
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
全
国
連
と
日

本
商
工
会
議
所
が
、
今
後
の
中
小

企
業
の
支
援
体
制
の
あ
り
方
等
に

関
す
る
研
究
会
を
開
催
し
、
そ
の

報
告
書
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
る
。

���������������������������������������������������
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報
告
書
で
は
、
今
後
、
行
政
合

併
の
進
展
等
経
済
の
広
域
化
が
進

む
中
で
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所

が
地
域
の
商
工
業
の
核
と
し
て
、

地
域
に
一
層
貢
献
す
る
た
め
に
、

両
団
体
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
商

工
会
は
商
工
会
同
士
で
、
商
工
会

議
所
は
商
工
会
議
所
同
士
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
合
併
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
そ
の
中
で
組
織
等
の
改
革

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市

町
村
の
合
併
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
も
、
長
年
に
亘
り
、
商
工
会

議
所
と
商
工
会
が
併
存
し
続
け
て

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
中
で
、

単
に
地
区
原
則
や
効
率
化
の
観
点

だ
け
か
ら
、
併
存
と
い
う
実
態
だ

け
を
取
り
上
げ
て
問
題
視
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
併
存
せ

富富富富富富富富富富富富富富富富
山山山山山山山山山山山山山山山山
北北北北北北北北北北北北北北北北
中中中中中中中中中中中中中中中中
小小小小小小小小小小小小小小小小
企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー

富
山
北
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

実実実実実実実実実実実実実実実実
創創創創創創創創創創創創創創創創
業業業業業業業業業業業業業業業業
はははははははははははははははは

件件件件件件件件件件件件件件件件

実
創
業
は　

件
2222222222222222222222222222222222

1166年年度度

コンピュータによる

商工会の記帳システム

お問い合わせ・お申し込みは…　商工会

◆めんどうな記帳事務から解放

されます。

◆企業秘密は万全です。

◆経費はほんのわずかです。

◆正確な資料で経営診断に役立ち

ます。

◆申告はスムーズにできます。

◆借入れが有利になります。

◆消費税の計算書が作成されます。

記帳システムによる効果

ざ
る
を
得
な
っ
か
た
こ
れ
ま
で
の

事
実
を
歴
史
の
重
み
と
し
て
受
け

止
め
、
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。』
と
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



商商
工工
会会
同同
士士
のの
合合
併併
をを
推推
進進
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休
憩
コ
ー
ナ
ー
等
）、
二
階　

　

・　

㎡
（
多
目
的
・
和
室
・

６４

６８

キ
ッ
チ
ン
ル
ー
ム
）

　

利
用
時
間　

九
時
三
十
分
か

ら
十
八
時
ま
で

　

休
刊
日
は
毎
週
月
曜
と
十
二

月
二
十
九
日
〜
翌
年
一
月
三
日
。

　

オ
ー
プ
ン
以
来
、
商
店
街
で

の
買
物
時
の
気
軽
な
休
憩
場
所

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・
展
示
コ
ー
ナ

ー
に
は
高
齢
者
や
趣
味
の
会
、
児

童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
市
民

の
自
己
表
現
の
場
と
し
て
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
。

　

高
齢
社
会
が
ま
す
ま
す
進
展
し

健
康
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
現
在
、

一
番
の
関
心
事
で
あ
る
健
康
保
持

の
パ
ネ
ル
紹
介
や
介
護
用
品
の
展

示
、
健
康
料
理
の
実
践
、
無
料
の

健
康
相
談
会
も
開
設
さ
れ
大
変
に

好
評
を
博
し
て
い
る
。

事
業
の
成
果

　

「
街
か
ど
サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い
」

が
出
来
た
こ
と
に
よ
り
、
駅
前
商

店
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
繋
が

り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
・
展

示
コ
ー
ナ
ー
等
は
、
地
域
住
民
の

生
き
甲
斐
作
り
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
小
中
学
生
や
地
元
高
校
生
と

小矢部商工会　　 

主任経営指導員　沼 田 正 敏

経経
営営
指指
導導
員員

レレ
ポポ
ーー
トト

出
会
い
、ふ
れ
あ
い
、

歴
史
と
人
情
の

街
づ
く
り

　

平
成
十
三
年
度
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想

事
業
に
取
り
組
み
、「
高
齢
者
に
楽

し
い
、
や
さ
し
い
街
づ
く
り
」
を

整
備
推
進
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
、
平
成
十
四
年
度
に
は
、「
街
か

ど
サ
ロ
ン
」
の
運
営
等
を
計
画
策

定
し
た
。
平
成
十
五
年
度
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
活
用
活
性
化

事
業
で
、
具
体
的
に
商
店
街
の
空

き
店
舗
を
利
用
し
、
高
齢
者
や
市

民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
の

場
と
し
て
「
街
か
ど
サ
ロ
ン
ふ
れ

あ
い
」
を
整
備
し
た
。

�　

店
舗
面
積　

一
階　

・　

㎡（
ギ

６７

６５

ャ
ラ
リ
ー
、
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

街
か
ど
サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い

施
設
の
概
要

●お問い合せは 

北日本印刷株式会社 
コミュニケーション支援企業 

tel 076-432-2126◎本　社 〒930-0094  富山市安住町7-36 
◎東京営業所　tel 03-5296-9201　◎草島工場　tel 076-435-4820 
URL　http://www.knpkk.co.jp/　 E-mail　info@knpkk.co.jp

№105

売
上
の
計
上
は引

渡
基
準

　

出
荷
基
準

倉
庫
等
か
ら
出
荷
し
た
時

相
手
方
の
場
所
へ
搬
入
し
た
時

車
積
又
は
船
積
の
完
了
時

出
荷
伝
票
作
成
の
時

　

検
収
基
準

相
手
方
に
搬
入
し
、
相
手
方
の
検

収
を
完
了
し
た
時

　

使
用
収
益
可
能
基
準

そ
の
資
産
が
相
手
方
に
お
い
て
使

用
し
た
り
収
益
が
発
生
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
時

　

検
針
基
準

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
使
用
料

を
メ
ー
タ
ー
に
よ
り
確
認
し
た
時

　

そ
の
他

恣
意
的
で
な
い
合
理
的
な
基
準

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

商
品
の
売
上
に
つ
い
て
現

金
と
引
き
換
え
に
商
品
を
渡
す
こ

と
も
あ
れ
ば
、
宅
配
し
た
り
、
掛

売
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
時
点
で
売
上
に
計
上
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ

�

商
品
製
品
等
の
棚
卸
資
産

の
収
益
計
上
時
期
は
、
相
手
方
に

商
品
等
を
引
き
渡
し
た
日
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
引
渡
し
の
日
」
が
い
つ

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
商
品
の

種
類
、
性
質
、
販
売
契
約
の
内
容

等
か
ら
み
て
合
理
的
で
あ
る
以
下

の
よ
う
な
基
準
を
設
け
、
継
続
適

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
、
重

要
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

活
動
に
お
い
て
は
、
商
店
街
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
長
寿
会
・

婦
人
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
多

く
の
団
体
と
関
わ
り
、
協
力
支
援

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
も
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

今
後
の
課
題

　

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の

資
金
を
ど
う
調
達
す
る
か
が
重
要

課
題
で
あ
り
、
ま
た
、
事
業
を
マ

ン
ネ
リ
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
ソ

フ
ト
面
の
工
夫
が
大
切
で
あ
る
。

　

大
変
困
難
な
事
で
は
あ
る
が
広

範
囲
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
市
バ
ス
の
活
用
も
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

地域住民の活動の場に
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素　泊　大人３，９６１円
朝食付　大人４，６５４円

会員になられますと…

ふれあいクラブで

大きな特典

　

開
業
時
自
己
資
金
の
条
件
を

「
２
分
の
１
以
上
」
か
ら
「
３
分

の
１
以
上
」
に
県
内
限
定
で
緩
和

す
る
も
の
で
、
Ｉ
Ｔ
、
バ
イ
オ
、

深
層
水
な
ど
の
分
野
で
開
業
時
の

資
金
調
達
や
人
材
育
成
な
ど
を
支

援
す
る
。

融
資
額　

７
５
０
万
円
以
内

期　

間　

運
転
資
金
５
年
以
内

　
　
　
　

設
備
資
金
７
年
以
内

利　

率　

３
・
０
％
（
条
件
に
よ

り
異
な
る
）

担
保
・
保
証
人
は
不
要

お
問
合
せ
は
、
同
公
庫
の
県
内
各

支
店
ま
で
。

富山県中小企業研修センター 富山市赤江町１－７
TEL ０７６‐４４１‐２７１７ FAX ０７６‐４４１‐２７０９

��������	


��������	
��
���������

富山県中小企業研修センターでは、企業の“人づくり”のための

施設として、各種研修室を揃え、ニーズに応じた研修会の実施、

講師のあっせん等を行っています。

��������

�定　　員…２４～７２名の各会議場からお選びください。

�利用料金…３時間／４，２００円より

���������

�定　　員…２００名

�利用料金…３時間／２９，０００円

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������（レストラン等）
　
　

������������（レストラン等）
場所　富山県中小企業研修センター１階

詳細については、下記の富山県中小企研修センターに問い合わせ下さい。

新
創
業
融
資
の
条
件
緩
和

国
民
生
活
金
融
公
庫

　

経
営
上
の
問
題
で
お
困
り
の
小

規
模
企
業
を
支
援
す
る
の
が
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
」
制
度
で
す
。

ご
要
望
に
応
じ
て
、
専
門
技
術
や

技
能
に
つ
い
て
深
い
知
識
や
経
験

を
持
つ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
派
遣
し
、

具
体
的
・
実
践
的
な
指
導
助
言
を

行
い
ま
す
。

１

�

指
導
対
象
は

　

業
種
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
県
内

の
小
規
模
事
業
者
（
従
業
員
が　
２０

名
以
下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
５
人
以
下
））
が
対
象
で
す
。

２

�

指
導
の
内
容

　

例
え
ば
、
経
営
（
販
売
計
画
、

財
務
管
理
・
分
析
、
法
人
化
な
ど
）、

労
務
（
労
務
管
理
、
賃
金
制
度
の

見
直
し
な
ど
）、
店
舗
（
レ
イ
ア
ウ

ト
、
増
改
築
な
ど
）、
Ｉ
Ｔ
（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
な
ど
）、
デ
ザ
イ
ン
（
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
、
広
告
・
宣
伝
な
ど
）、

生
産
管
理
（
加
工
技
術
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

な
ど
）。

３

�

一
事
業
者
当
た
り
の
指
導
日

数
及
び
負
担
額

　

指
導
は
、
原
則
一
テ
ー
マ
に
つ

き
５
回
ま
で
と
し
ま
す
。

　

一
テ
ー
マ
に
つ
き
初
回
は
事
業

者
負
担
無
し
で
派
遣
し
ま
す
。
な

お
、
２
回
目
以
降
の
継
続
派
遣
は
、

指
導
を
受
け
る
事
業
者
よ
り
謝
金

及
び
旅
費
の
３
分
の
１
相
当
額
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４

�

指
導
に
要
す
る
経
費
負
担

　

指
導
を
行
う
際
に
使
用
す
る
材

料
費
等
は
、
指
導
を
受
け
る
事
業

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の

商
工
会
ま
で
。

経
営
・
技
術
強
化
支
援
事
業

（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
）

の
ご
案
内
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第
五
十
三
回庄

川
観
光
祭

庄 川
　

街
を
祭
り
一
色
に
彩
る
庄
川
観

光
祭
は
四
日�
、
五
日�
の
両
日
、

た
い
ま
つ
行
進
や
勇
壮
な
夜
高
あ

ん
ど
ん
を
は
じ
め
、
川
面
に
流
れ

る
七
色
の
灯
篭
、
夜
空
に
舞
う
花

火
が
華
や
か
な
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
夜
高
あ
ん

ど
ん
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
大
い
に

白
熱
し
ま
す
。

〈
四
日
…
〉

た
い
ま
つ
行
進　

午
後
七
時
〜

庄
川
峡
花
火
大
会　

午
後
八
時
〜 勇壮な夜高あんどんのぶつかり合い

夜
高
行
燈
街
練
り

　
　

午
後
七
時
〜
十
一
時
半

〈
五
日
¶
〉

虹
鱒
放
流
つ
か
み
取
り

　
　

午
後
三
時
〜

庄
川
音
頭
街
流
し　

午
後
五
時
〜

夜
高
行
燈
街
練
り

　
　

午
後
七
時
〜
十
一
時
半

第
三
十
一
回
・
高
瀬
遺
跡

菖
蒲
ま
つ
り

井 波
　

十
八
日�
〜
十
九
日�
、
平
安

前
期
の
東
大
寺
領
荘
園
史
跡
で
、

日
本
初
の
国
指
定
史
跡
で
あ
る
高

瀬
遺
跡
に
お
い
て
開
催
。

　

会
場
で
は
、
曲
水
や
池
の
ほ
と

り
に
植
え
ら
れ
た
八
十
種
四
万
株

の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る

人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
夜

に
は
子
供
た
ち
が
作
っ
た
行
灯
が

と
も
り
ま
す
。

オープニングパレード

　

主
な
催
し
物
は
、
行
灯
コ
ン
ク

ー
ル
、
菖
蒲
の
育
て
方
講
習
会
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
売
店
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
。

第
二
回
フ
ェ
ス
タ

　

天
湖
森

in

細 入
　

五
日�
、
富
山
市
割
山
森
林
公

園
の
天
湖
森
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

で
開
催
さ
れ
る
。
会
場
内
は
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
棟
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
、
芝
生
広
場
、
多
目
的
運
動

広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
土

田
池
で
は
釣
り
が
楽
し
め
る
な
ど
、

お
も
い
お
も
い
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を

満
喫
で
き
ま
す
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ポ

ニ
ー
馬
車
で
の
遊
覧
や
乗
馬
体
験
、

オ
ー
ル
デ
ィ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、

大
道
芸
、
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
雨
天
は
中
止
。

乗馬体験を楽しむ親子

お問合せ先日　時イベント名

０７６３‐２２‐２５３６福野町商工会６／２�、７�、１２�、１７�、
２２�、２７�２・７の朝市

０７６６‐６１‐２３５６津沢商工会６／３�～４�津沢夜高あんどん

０７６‐４６３‐１２２１立山町商工会６／４�　１６：００～１９：００まほろば夕市

０７６３‐８２‐１１５５庄川町商工会６／４�～５�第５３回庄川観光祭

０７６３‐８２‐０１８４井波町商工会６／５�八乙女山風神堂の祭典

０７６‐４８５‐９００３フェスタ in 天湖森実行委員会６／５�　雨天中止第２回フェスタ in 天湖森

０７６３‐５２‐０７５５福光町観光協会６／５�日本３００名山医王山に登ろう

０７６３‐８２‐０１８４井波町商工会６／１８�～１９�第３１回高瀬遺跡菖蒲まつり

０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会６／１９�花菖蒲まつり

０７６６‐６４‐３０８８福岡町商工会６／１９�　９：００～１４：００つくりもん市

０７６‐４７２‐０７１６上市町商工会６／１９�　９：００～１２：００市姫さんど


